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令和６年第４回仙北市議会定例会 市政報告  

 

 令和６年第４回仙北市議会定例会の開会にあたり、主要事項につ

いてご報告します。  

  

 はじめに、令和６年春の叙勲の受章についてです。 

４月２９日、春の叙勲の発表がありました。仙北市では、地方自治

功労で前仙北市副市長の倉橋
く らはし

典夫
の り お

さんが瑞
ずい

宝
ほう

双光
そうこ う

章
しょう

を、中小企業

振興功労でインスペック株式会社代表取締役社長の菅原
すがわら

雅史
ま さ し

さんが

旭日
きょくじつ

単光
たんこう

章
しょう

を、消防功労で元仙北市消防団長の渡辺
わたなべ

勇
ゆう

悦
えつ

さん、元仙

北市消防副団長の竹下
たけした

正勝
まさかつ

さんが瑞
ずい

宝
ほう

単光
たんこう

章
しょう

を受章されました。 

この度の受章は、永年にわたる職務の精励や功績、功労が認めら

れたものです。市民の皆さんと共にご労苦に感謝し、心からお祝いを

申し上げます。 

 

次に、５月１６日から１７日にかけての強風被害についてです。発達

した低気圧の影響で、市内で強風による被害がありました。主な被害

は、西木町
にし き ち ょ う

門屋
か ど や

地内で空き家の倒壊、角館町雲
く も

然
しかり

地内などで倒木に

よる市道通行止めが発生しました。 

農業関連では、２５軒の農家でビニールハウス３６棟の被害が確認

されています。内訳は田沢湖地区１０棟、角館地区４棟、西木地区２２

棟となっています。文化財関連では、武家屋敷の岩橋家の倒木によ

る隣家
り ん か

の屋根の損傷、旧石黒（恵）家の扉の破損、旧青柳家土蔵の

壁
かべ

の崩落が確認されています。また、桧木内川堤のソメイヨシノ４本

が幹から折れていることを確認しています。けが人などの人的被害は

ありませんでした。 

 

次に、行財政改革についてです。 

市民の日常生活と意識・行動を明らかにし、その結果を今後の施

策展開等に活かすため、５月２日から５月 20 日にかけて市民意識調
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査を実施しました。回収率は、前年度比 2.８ポイント増の 42.９％とな

っています。現在、集計、分析作業を行っており、結果がまとまり次第

お示しいたします。市民意識調査の発送にあたり、敬称記載に不備

がありましたことについて、改めてお詫び申し上げます。 

市民意識調査のほか、今後実施する事務事業評価や施策評価に

ついても、その先の次年度予算要求により反映しやすいよう全体的

に昨年度よりも日程を早めての実施を予定しております。これら行財

政改革を徹底的に実施し、市民の幸福度が全国ナンバー１となること

を目指します。 

 

次に、仙北市人口動態についてです。 

４月 30 日現在の人口は２万 3，192 人で前年同月比 598 人減、

世帯数は１万 324 世帯で前年同月比 67 世帯減となっております。

今年度４月の出生
しゅっしょう

届出数
とどけですう

は９人となっています。前年同時期
ど う じ き

の出生

届出数は６人で､３人増という状況です。 

先般、民間組織「人口戦略会議」から今後の自治体ごとの人口動

態に関するレポートが示されました。その中で、県内では秋田市を除

く全ての自治体が「消滅可能性自治体」とされましたが、今後、より一

層危機感を強め、仙北市が消滅しないための対策を積極的に実施し

ていきます。  

 

次に、一般会計補正予算（第２号）についてです。  

補正額は、４億 2,382 万８千円の追加で、補正後の額は 211 億

193 万２千円です。主な事業は、高度外国人材等受入促進事業費、

過誤納税等還付金、定額減税補足給付金事業費、物価高騰対応重

点支援給付金支給事業費、予防事業費、仙北市田沢湖観光振興基

金積立金、消雪施設整備事業費補助金などです。 

なお、令和５年度一般会計決算見込み及び市税関係については、

５月 31 日の出納
すいとう

閉鎖後の決算数値を精査し、最終確認を行った上

で本定例会中に報告の機会を持ちたいと思います。 
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それでは、各部局等の主要事項及び諸般の状況を報告します。  

 

【総務部】 

◇ノーコード宣言について 

５月９日、ＤＸ推進による市民サービスの向上や業務の効率化に取

り組むため「ノーコード宣言シティー」に参画しました。ノーコードと

は、プログラミング知識がなくてもアプリケーション等を開発できるも

のです。宣言は市が加盟しているノーコード推進協会が実施する「ノ

ーコード宣言シティープログラム」に基づくもので、東北地方では初

めての宣言シティーとなります。その他、関連する DX 施策も含め、

地域課題の解決につながるツールの開発を計画的に進めていきま

す。 

  

◇仙北市固定資産税等調査員会の設置について 

長年にわたる固定資産税の課税誤りについて、徹底した調査及び

検証を行い、事案の原因究明とともに再発防止に努めるため、仙北

市固定資産税等調査員会を設置しました。 

４月２５日、第１回目の委員会を開催し、委員長は副市長、委員は

税理士、司法書士、土地家屋調査士、秋田県税務課職員、総務部

長、税務課長及び固定資産税調査室長となっています。今後再発防

止策構築に向けて調査、検討を進めてまいります。 

また、令和６年度と５年度を比較して２万円以上増額となる納税者

の方々に対しては、個別の訪問や文書を送付し、また電話等の問い

合わせに対しても丁寧な説明を行い、理解が得られるようできる限り

の説明を行っています。 

今後、市民の皆様の信頼回復に向け努力してまいりますので、ご

理解の程よろしくお願いいたします。 

  

◇山岳遭難の対応について 
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５月１８日、鹿角市の山林で遭難者を捜索していた鹿角警察署員２

人がクマに襲われ負傷した事案を受けて、入山する際は細心の注意

を払い、立入り禁止場所へ絶対に入らないよう公式 LINE やホーム

ページなどで呼びかけました。 

市では関係機関と山岳遭難発生時における捜索方法について協

議をし、今後捜索隊がクマに襲われることのないように、遭難場所周

辺で過去にクマによる人身被害が多発しているなど危険性が高い場

合は、ヘリコプターや車両による捜索を中心とし、安全と判断した場

合に徒歩での捜索を行うこととしました。 

 

【企画部】 

◇ふるさと納税について 

今年度ふるさと納税寄附額の５月末までの集計値について、対前

年比 189.8％の２億４千万円超と堅調に推移しております。 

しかしながら、昨年の猛暑による米の収穫量の減少や物価高騰に

加え、インバウンド回復による消費拡大など様々な要因が重なり、主

力返礼品である米の価格が大幅に高騰しており、今後の社会情勢を

注視しながら、引き続きより多くの方々からご助力いただけるよう努

めてまいります。 

  

◇インターナショナルスクール誘致事業について 

デジタル田園都市国家構想交付金を活用して実施するインターナ

ショナルスクール誘致事業について、誘致促進業務は株式会社

Japan Navi、市内遊休施設等調査は株式会社北都銀行、ＭａａＳ事

業化企画・運営業務は東日本旅客鉄道株式会社と業務委託の契約

を行いました。 

また、シンガポールの学校法人によるあきた芸術村等での開校が

具現化するよう、各事業の推進と合せて、関係者と連携しつつ、全力

でサポートしてまいります。 

  

◇秋田新幹線新仙岩トンネル整備促進期成同盟会総会及び整備促
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進大会について 

５月９日、グランデールガーデンを会場に「秋田新幹線新仙岩トン

ネル整備促進期成同盟会」の総会及び整備促進大会が、１4０人あま

りの参加者を迎えて開催されました。 

新仙岩トンネルは、災害リスクの軽減により秋田新幹線の定時性

を確保し、時間短縮により円滑なアクセスを可能とするなど仙北市の

経済発展に大きく寄与することが期待される重要なトンネルです。  

初めて岩手県議会の皆様にも出席いただき、新仙岩トンネルの必

要性の認知が高まったものと感じています。今後も関係自治体と連

携し、要望活動を行うなど整備に向け取り組みます。  

 

◇長崎県大村市との姉妹都市提携４５周年式典について 

５月３１日、仙北市議会、仙北市役所職員、戊辰会の方々など総勢

48 人で、長崎県大村市を訪問し、仙北市・大村市との姉妹都市提携

45 周年記念式典に参加しました。 

式典では、大村市の吾往会
ご お う か い

、姉妹都市親善協会と、仙北市の戊辰

会、そして交流のある市町村関係者、議会関係者など総勢１４０人が

集い、これまでの歴史を再認識し、これからの関係をともに確認する

大村市・仙北市姉妹都市連携共同宣言書に調印しました。また、式典

及び翌日のおおむら花菖蒲まつりにおいて、仙北市では「おやま囃

子」を披露しました。花菖蒲まつりでの物販も盛況となりました。 

 このご縁を大切にし、今後もこの交流が両市にとって実りあるもの

としていきます。 

  

【観光文化スポーツ部】  

◇令和 5 年の観光客数について  

令和 5 年１月から 12 月までの入り込み客数は、前年比 14.3％増

の約 356 万人で、うち宿泊客数は 8.2％増の約 46 万人となりまし

た。 

特に宿泊者はインバウンドが令和４年よりも好調で、この間の外国
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人宿泊客数は、25,508 人となりました。台湾からの宿泊客数が

7,725 人と昨年に比べ 18.5 倍と好調であり、タイに関しても前年比

6.3 倍の 1,783 人とこれまでの活動が実を結びつつあると感じてお

ります。また、香港、中国、欧米
おうべい

豪
ごう

の順に多く、ヨーロッパが 2,460

人、アメリカも 1,896 人を超えるなど、インバウンド客で賑わいまし

た。 

グリーンツーリズム提供宿泊施設の宿泊客数は、17,771 人、うち

外国人宿泊客数も 3,283 人となり、過去最高の受入れとなりまし

た。 

 

◇あきた花紀行について  

今年の角館の桜まつりの観光客数はプレオープンの４月 13日から

の計上で 8６万４千人と推計しており、コロナ前の令和元年の１４０万

１千人に比べると約 60％、令和 5年度に比べると約 120％となりまし

た。 

 

◇全国伝統的建造物群保存地区協議会（伝建協）について 

5 月 15 日、都内で開催された全国伝統的建造物群保存地区協議

会役員会、伝建にぎわい推進議員連盟総会に出席し、全国 105自治

体、127 地区を代表する副会長として、予算獲得に向けた要望説明

を行いました。 

当日は、超党派の国会議員 44人、全国伝建地区の首長等５１人の

参加があり、資材・人件費高騰による文化財所有者やそれを支える

自治体の負担増大など、現状と課題を説明の上、国に要望するととも

に、議員連盟へさらなる支援をお願いしました。 

5 月 23 日、24 日、長野県長野市で開催された、第 46 回全国伝

統的建造物群保存地区協議会総会に出席しました。記念講演や首長

サミット、長野市戸隠
とが く し

伝建地区の現地視察・住民プログラムなどに参

加しました。全国の市町村長と課題を共有し、今後も連携して伝統的

建造物群を保存し、活用することを確認しています。 
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◇これが秋田だ！食と芸能大祭典 2024 について 

5月 25日、26日、秋田市を会場に開催された「これが秋田だ！食

と芸能大祭典」に角館祭りのやま行事が出演しました。お囃子、手踊

りが披露され、来場された多くの方々に角館のお祭りの魅力を伝えま

した。また、紙風船上げの願いごと記入や樺細工の製作体験、市町村

観光物産ＰＲ等のコーナーも設けられ、県内各地の食や伝統芸能とと

もに会場を大いに盛り上げ、2 日間で 14 万 3 千人の来場者となりま

した。 

 

◇秋田駒ヶ岳山開きについて 

６月１日、秋田駒ヶ岳が山開きとなりました。今年は駒ヶ岳八合目

での安全祈願祭の後、記念登山が行われ、仙北市側から 80 人あま

り、雫石町側からは 40 人あまりの方々が参加し、男
お

岳
だけ

頂上でピッケ

ル交換を行いました。 

 

◇第 37 回田沢湖マラソンの開催について  

５年ぶりにゲストランナーをお迎えし、９月 15 日に第 37 回田沢湖

マラソンが開催されます。ゲストランナーは 2018 年、2019 年に引き

続き３度目となる、渋井
し ぶ い

陽子
よ う こ

さんです。渋井さんは、2008 年北京オ

リンピック女子 10,000ｍ日本代表として出場し、現在は三井住友海

上女子陸上部のコーチとしてご活躍されています。 

また、今回の大会テーマは、市内の小中学生から募集し、全 252

作品の中から、生保内中学校２年島川
しまかわ

理輝
り き

さんの「笑顔も深さも日

本一！！ ～田沢湖ブルーを駆けぬけろ～」が選ばれました。 

 

【農林商工部】  

◇新規就農者等の確保・育成について 

 仙北市の農業の担い手育成について、今年度は秋田アグリフロン

ティア育成研修において新規研修者１人、２年目研修者１人が、秋田
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県農業試験場などで研修に取り組んでいます。また、昨年度で研修

を終えた２人と、農業次世代人材投資事業等の活用による１人が、新

規就農者として生保内地区、神代地区、角館地区でそれぞれ営農を

開始しており、地域農業を牽引する将来の担い手として成長されるよ

う期待しています。 

 

◇田沢湖玉川地区の国有林への入山禁止措置について  

秋田森林管理署・秋田県・仙北警察署・田沢湖猟友会などで構成

されるツキノワグマ対策連絡会議では、田沢湖玉川地区の国有林で

のツキノワグマ生息状況などを踏まえ、今年度も引き続き５月１０日か

ら秋の降雪までの間、国道３４１号沿いからの国有林への入林禁止を

決定しております。皆様の安全・安心を確保するため、ご理解をお願

いします。 

 

◇クマ対策について 

 昨年 7月に古城山公園内で人身被害があったことから、5月 9日、

当該地区にクマ監視用カメラを設置しました。5月１２日にクマが撮影

されたことから、古城山公園出入口を封鎖しました。 

５月２４日、田沢地内の山林で、市内在住の女性がクマに襲われ、

顔と両腕を負傷し搬送されました。今年度もクマの目撃情報が多い

ことから、市民への注意喚起を継続し、情報提供等を展開します。 

 

◇土地改良事業について  

 生保内南地区で事業実施中の農地集積加速化基盤整備事業は、

この春の補完工事をもって完了となります。神代地区は、引き続き事

業を推進してまいります。 

 中川地区では事業実施中の農地中間管理機構関連ほ場整備事業

の面工事を引き続き行います。また、今年度新規採択を受けた大瀬
お お せ

蔵野
ぞ う の

地区は受益面積４８．４ヘクタールの全体実施設計に着手いたし

ます。 
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ため池等整備事業では用水路の老朽化に伴い、新たに若松堰
わかまつぜき

土

地改良区管内においてかんがい排水事業により、受益面積６４ヘクタ

ールの測量設計に入ります。 

引き続き国への要望等を行いながら事業を進めてまいります。 

 

【建設部】  

◇国道整備促進期成同盟会について  

 ５月７日、大仙市の大曲エンパイヤホテルを会場に高規格道路本

荘大曲道路整備促進期成同盟会の通常総会が開催されました。  

５月１７日、グランデールガーデンを会場に国道４６号「高規格道

路」盛岡秋田道路整備促進期成同盟会と大曲鷹巣道路整備促進期

成同盟会の合同総会を開催いたしました。  

本荘大曲道路、大曲鷹巣道路は共に秋田県の縦軸となる国道１０

５号、国道４６号盛岡秋田道路は岩手県と秋田県の県都を結び、秋田

県の横軸で、いずれも地域の発展に大きく寄与する重要な道路で

す。 

今後も関係自治体と連携し、要望活動など、国道整備促進に向け

た取り組みを強力に進めます。議会の皆様の特段のご理解とご協力

をよろしくお願いいたします。 

 

【医療局】  

◇発熱等風邪症状への対応件数等について 

令和５年度の発熱等風邪症状の対応件数は、田沢湖病院で対前

年比 103 件増の 1,401 件、角館総合病院で対前年比 2,799 件減

の 4,282 件となっています。角館総合病院の新型コロナ入院患者数

は、対前年比 959 人減の 742 人で、５類移行後大幅に減少してお

り、流行状況の改善が見られます。 

 

◇令和５年度決算見込みについて 

田沢湖病院は 160 万７千円の赤字見込みで、前年度の 1,040 万
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３千円の赤字から赤字額が縮小する見込みです。角館総合病院は３

億 4,487万９千円の赤字見込みで、前年度の３億 1,787万４千円の

赤字から赤字額が拡大する見込みです。両病院ともに、コンサルティ

ングの活用などにより、診療単価は向上していますが、患者数の減少

やコロナ補助金の終了により減収となる見込みです。  

 

以上、主要事項及び諸般の報告を申し上げました。本定例会に提

案している案件は、報告関係７件、条例関係３件、予算関係４件、そ

の他２件、人事関係５件の計２１件です。 

 慎重審議の上、ご可決を賜りますようお願い申し上げ、市政報告と

します。 


